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寺Ef7萄彦の随登に｢電車の混雑に裁て｣というのがあるo随茎とVlっても東京市竃の停留所付近

で5分間Fとの電卓の通過数膏観測 し その結果葱分析 したbLてるユニーク夜作品である｡市電

の混み兵合は周期的に変化 し 混んだ電車は停車するたびにますます混んでくる｡ したがって満員

電車葱避けたければ,とにかく鼻初に来 る電車に乗 るという性急さを改めればよV,｡わずかの待ち時

間ではどよい混み具合の電車に乗ることができる. この原理を^生に応用すれ桟 あわてずあせら

ず, ゆとり膏持 て とい うことに覆る- ざっとこのようなことが書かれてあるQ残念なことに現

在都電は廃止されつつあるので寅蒼のすすめを試してみることは簡単にはでき夜く夜｢たO

市電(都電 )にかぎらず交通機関の混雑には閉口させられ るものである｡ 通勤では国電中央線の

八王子～お茶の水間膏利用 しているがラッシュ時の混椎はまことにすさま じい｡それでもわれわれ

の ようを職業をもつ者には時差出勤があるでVlど可能夜ので朝は何んとか覆るカも 帰宅時に伏そう

はいか覆い｡午後5時以降にお茶の水駅で乗車した場令 坐れ ることは不可能であるばか りで夜く,

吊量につかせることすら容易で覆いこともしばしばである,,電車の中で読書といわをVlまでも, ち

み くちゃにされをV,たd)にはどうしたらよV,だろうかo これまでの体験からお茶の水駅でもっとも

混む電車は八王子駅陀停車する唯一の電車である高尾行きであ,b,終点が八王子駅 よDも手前(東

京寄 b.)の電卓は,その終点が東京寄 りであればあるほど概して混ま覆いことがわかってきた｡そ

こでお茶の水駅に入ってきた電車が八王子駅 よb手前の駅を終点とする電車であI,'ても先づそれに乗

b込みその終点で下車して高尾行きに乗 b継 ぐという方法哲とるようになった｡ どの電車でも終点

に近づけばすV,てくるものであるo この方法をとれば乗車の際の混稚膏さけることができるばか b

でなく,混雑する区間および時間菅縮め ることもできる｡ もちろん高尾行きがすvlていればそれに

乗る｡要6才,高尾行 きに こだわらずに, 混み具合によって電卓葱選択するということである｡靖彦

が下した結論は中央線膏利用する場合にもあてはまるようである｡V'ずれにせよ, この よう夜苦労

から一 日も早 く解放されたいものである｡
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